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熱
諌
識
少 テングキナ投石地におけるトコブシの生産効果

調査担当者

倉田洋二三木誠広瀬泉

lはしがぎ

既に投石地のテングサ生)篭効果については、各都県からの数々の報告があるが、

テングサ投石地の二次的生産物であるアワビ、トコプシ、イセエピの効果について

の報告は殆んどないようである。東京都管内の伊豆諸島においては、昭和２８年以

降３８年迄の１１年間に既に６島１８漁tfi地先に６０，９９３㎡のテングサを目的とし

た投石事業が行なわれており、テングサ以外に主としてトコプシの生産に多大の効

果を得ている。例えば東京農林統計表によれば昭和３８年の各島のトコプシ漁獲量

は大島８，００７ｋ９、三宅島２９，１９８ｋ,、八丈島ｎ５９６ｋ９、総計５４，８０１ｋ９の生産が

あるがこれらのうち、投石地からの漁獲量は少なくとも３０％前後はあるものと推

定される。

大島のテングサを目的とした投石事業は元町漁協地先の長根浜、差木地漁協地先

の送信所下、岡田漁協地先の勝崎、苗根、泉津漁一協地先各所、波浮漁協地先の三宅

根とオオャノクポに行なわれている。この投石地の中で水深の浅い（１０ｍ以浅）

元町漁協地先の長根浜と幕木地漁協地先の送信所下、波浮漁協地先のオオヤノクポ

はトコプシの発生が顕著である．これらの投石地のトコブシ採取はテングサ着生石

をくつがえし、テングサ漁場を荒廃するのて･一応投石地のトコプシは禁漁して一定

|lf期に口開けを行なうよう冬漁一筋に指導を行なった。これらのうち、漁場が孤立し

て漁場管理の最も容易な個川『である大島差木地漁協地先について投石地のトコプシ

の発生、蟷集、生長等、に'附け、口止めによってトコプシ資源がどのように変化し

てゆくかなどについて調べて今後の適切な漁場管理に資すべ〈昭和３７年度より調

査をしたのでこれらの結果について報告する。

「

調宣地の概略
ワ
ムゴ●

Ａ地形

､ｊＬＩﾄﾞﾐｲu也撫業|)illl司組台地先の送信)17下（図１．２３）は伊豆大鳥の南西に画し熔岩

流の'|と)jさ約５刀zの忽崖に囲まれた小湾である。湾は南西に向って扇状に開き、西

のコウヘイズジ宮と南、ポウズイケを結ぶ直線内の湾の海底,iii積は，６２００㎡で

ある．沿岸部は高さ５mllii後の熔岩流にlitlまれた急崖で崖直下で水深４～５ｍに

－１－



糺海底は岩盤の床や凸礁が2…てその間は大石場…沖に緩傾`ｍｉｌｌｌＯｍ等深線まで続く、それ以深は砂礫地となる。 Ｉ

，藻類

テングサ漁場は主に沿岸の崖部と４～７ｍの大石」湯でliIi債は約1432Ｍでxiil
ろ。沖側は砂礫地のために海藻の繁茂は殆んどみられない。崖汁'jおよび岸近く､｜
石場て゛はオオブサの着生が良いが岩盤の床や凸礁、大角石ではハリガネ、ノコ当ｉ

ｌＩ

リモク、有節石灰藻が優先し、その他フヨヌエオオギ等のﾌﾞ稚藻も多い。春冬季の,１

㎡当りの藻類着生量は表ＬＡ．Ｂのとおり全般にテングサ着生上iiiは少ないか崖$｜

のオオブサ密生地では７００～２０６０牙／㎡もある。一般に冬春季共にテング州，

少なく、調査時に枠取に苦労するが夏季に良く成長するという。

己．

表１Ａ天然礁春季藻類着生量

表１Ｂ天然礁冬季藻類着生量（３８．１２７）

)０[］

註1表ＬＡの１～３は昭和３４６２２４～１１は３８５
２紅藻はトサカノリ、フシツナギ、ユカリ、キントキ、ヒトツマタ、クソハ

ノリ等

３褐藻はノコギリモク、シワヤハツ等

－２－

！

４

１㎡

総重量

テングサ

重量 平均草丈
紅藻 褐藻

１ 天然礁 ８３０牙 ５３０牙 １１５cｍ ２３０９ 2Ｍし

２ 〃 1，０４０ ７００ １１．１ ２２０ 7０

３ 〃 L２１０ ３１０ 1０３ ７８０ 1１０

４ ３５役石地 ５５０ ２０ ４２０ 1１０

５ ３６役石地 LＯ４５ １２５ ８８ ８５０ ７０

６ 沖 1，１００ 1７０ １０．７ ９００ 3０

７ 崖部 ２３３５ ２０６０ 1３．２ ２２５

８ 天然礁雑藻苅 2７５５ 2６４５ １３．６ ８０ 2０

９ 〃 ８８０ ３７０ 9L２ ３５０ 1６０

１０ 天然樵 ８７０ ７０ 8００

１１ 〃 1，５７０ ４４０ １１．０ 7００ 4４０

１ 天 ﾀ夫
J、、、 礁 ２４０ １２５ 7:５ ８５ 2０

２ ケ ６００ ４０ 7Ｂ 5０ ５００
－－



Ｃ、その他の生物

沿岸の汀線上にはアラレタマキピ、イポタマキピ、タマキピ、ペツコウガサ、

汀線下にはヨメガカサ、ウノアシ等の笠貝類、イシダタミ､・クロズケガイ等の巻

貝が多く、梢深くクポガイ、バテイラ、メクラガイ、コシダカサザエ、サラサパ

イ、チグサガイや小型のタカラガイ等櫨類は多い、有用貝類では浅所にクロ、ト

コブシ、梢深くメガイが棲息し、サザエはかつて多量に棲息したが現在は皆無に

等しい。有害貝顛では肉食性のポウシニウポラ、イトマキポラが棲息する。

Ｄ気象
１）

大島の一般的風|句は|打'jLiおよび｣上IilIの風が圧倒的に多く、その他の風向は目立

って少ない。即ち、主風向として１月はl肯IUjおよび四南西、２月３月は北東、４

～８月の春夏季は|河西、９月は南西、北東、これに相反し１０月１１月は北東、

１２ﾉ]はI哲西と北東か多い…従って、南西にｌｊｌｊいた送信所下の湾では比較的に風

波の強い影響を受げることが少なく投石地としては適しているといえよう。

三．海況

送信所下より南東に３，２００ｍ離れたトウシキ海岸における当場観測の水温、比
２）

重の変化を投石を附始した11召和３４年から３８年までの５か年間を表４，５に示

した。水温は年によって多少の変動があるが５か年平均では、２月の最低１６２℃

８月の最高２５．０２℃て、、年平均２０．３４℃と概して高温である。比重は５か年平均

では９月の最低２４７７，６月の最高２５．７５、年平均２５２６と高鰔である。

３投石の経過と量（年度別実施状況）

大島鑑木地漁業脇|司組合地先の投石は昭和３０年から行なわれ、昭和３１．

３２年の３かｲ'三l1LM篭木地ljiT浜沖、水深７～１０７１zの岩礁地帯に７７３㎡を投入した

が本地点は潜水調査の結果平担な床礁で投入石の安定が悪く、加えてテングサの

着生が著しくﾉ山、のて．（枠11Ｗ〈Ijil能）投石事業を一旦'１.止した。その後当場にお

いて投石候補地のjiiilとを行なった。この結果必ずしｉＭｆ漁場ではないが年間を通

じて比較的波浪が静かなことと、差木地漁協が事業実施に容易な送信所下を選び

｜浮び３叩乍から投石\l業か|)'1始された。その年１吏別投石量および事業費、時JUjに

ついては炎２に示したとおりで、５か年ｌｈｌに廷１，４７７㎡が投石された。

－３－

：▲



Ｉ表２差木地漁協地先送信)iIf下年度別投石量

投石区域は図３に示すとおり、昭和３４～３５年度は湾奥部の岩礁地帯に陸上よ

り投入、３６３７【３８年度は船より順次沖側に向って投入された。３７:３８年度は役｜

石の約半分は前年度に重なり合って２層となり廷４０００㎡の投石地が形成されてい

る。投石の水深は沖側で９～１０ｍ、湾奥部（岸側）で４～５ｍである。年間を通｜

じて波浪が平穏なために比較的他の投石地にくらべて石の移動はないが、沖側は砂｜｜

地のため、砂の中に半分程埋没している．投石材は主として海岸にある天然石の玄｜

武岩、安山岩系の玉石（重さ１０～２０Ｋ,）を投入した。

4．投石地のトコブシの生産効果
Ａ・調査方法

調査はtliLI和３７年度から開始したが、その年に三宅島の噴火が突発u勺に起り、｜
その被害調査に重点を置いたため調査は不充分に終ってしまった。差木地漁協地｜
先の送信所トーの投石地は昭和３７年に」上海道からエゾアワピ１５０牙が移殖された’

のを契機に３７年４月１にＩから３か年間エゾアワピおよびトコブシの採捕を禁止Ｉ
した。そのIilj当場の蕃殖状況調査によって□開する予定であり、その口開の期日
については当賜に一任された。調査はアクアラングを使用して投石地テングサ着Ｉ
生状況と併せてトコブシの棲息量、１文長等を見る為に１回に５０～１００個を採取」
して供試材料とした。昭和３９年１月２９日以後は棲息覚を見る為に枠取調査に１
重点を置き、採取は投石地の比較的トコブシの将に凄息している湯所を選んで石
を起し寸発兇したものは細大もらさず全部採取した。採取したトコプシは重量、
殻長、肉電量、内臓爾鼠等について測定した。

－４－

］

事
業
量

費事業（Ｆ１）

国費 都費 自己負担 計

補助
対･象外
経賛

事業実施l１ｆｌＩｌ

３４

0

77Ｚ

２００ １０００００ １０ｑｏｏｏ １２４’５４１ ３２４５４１ ２４５４１ ３４１２．９～３５

￣

1３１

３５ ３０１ １５０，０００ 1５０，０００ 1８３４７１ ４８３，４７１ ３３，４７１ ３５．１Ｌ２８～３６
－

３．１０

３６

３７

４２２

３９２

２４０，０００ l６ｑＯＯＯ

６０５，０００

２８５，８７２

l２ＬＯＯＯ

６８５８７２

７２６，０００

２０５，８７２

０

－

３６１０１５～３６．１２１５

３８ １６２ ３２８，４８３ ６５，６７９ 3９４，１８０ ０ ３２．１２２ ～ ３
￣

計 1，４７７ Ｌ８３３，４８３ ７８０，５６３ ２６１４，０６４ ２６３，８８４
￣
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鑿白． 調査結果

1）投石地のトコブシ殻長分布

新い､投石地の殻長分布（表３．４，図６）をみると、投石後５か月経た（昭

和３７年５月１７口調査）|沼和３６年に投石されたＡとＢの２か所を調査した

結果、Ａ地点では、殻長範囲が１０～６．５０１，、殼長制|浪下のものが７８％をし

め、殼長３.O4c17IiilT後のものが最も多い。Ｂ地点では、殻長範囲が１．０～６５ｍ

で殼長制限下のものが８７％を占め、殻長２７６ｃｍ前後のものが最も多い。１年

１１か月経た（昭和３８年２月２０日調査）、昭和３５年の投石と１年２か月

経た（昭和３８年２月２０日調査）昭和３６年の投石地について調査してみろ

と、殻長範囲は２８３～６４３Ｃｌ､、殻長制限~下のものは５０％と減じ、殻長４６６clm

lji後のものが肢も多くなっており、１～２c1nの稚貝はみられず設長平均値で前

回の調査に比べて１．６２ｍの成長を示していろ。

投石後２年８か月経た（昭和３８年１１月２日調査）昭,F[１３５年の投石地と、

１年１０５か月経た（|沼和３８年１１月２日洲鍾）昭和３６年の投石地について

調査した結果では、殻ljを範囲２４３～7:１４ｃｍ、殻長制|狐下のものは１１％と減じ

殻長５１８ｃｍ前後のものがもっとも多くなり、殻長平均値て･前回に比べてｏ５ｃｌｌＩ

の成長がみられた。投石後１年１１か月と２年９５か月の投石地を調査（昭和

３８年１２月３１日調査）した結果では、殻長範囲は３．０８～7:２２０１m、殼長制限

下のトコブシは１６％とiii回より多くなり、殻長５．０８ｃｍｉｉｉ後のものが多く、殻

長平均で０１ｃｍの減少がみられた。投石■後２年と２年１．５か月（|沼和３９年１

月２７日調査）の投石地では、殻長範囲は２９７～Ｚ２２ｍ、ｉ役長制限下のものは

１６％と前回と|司じで、殻長５．４７０'､ｉｉｉ後のものが多く、Iji回の調査に比べて殻

長平均で０３９cmの増加が見られた。

llg和３９年５月５日と６日のiihj日に投石後初めて'。開けを行なった。その時
．←r客－０

水湯されたトコブシの殻長範囲は４２８～６９２Ｃｌ､、殼長平均は５．５４clmである。２

EIlMlのＩ。IlM後｛呼び禁漁して、４か月半たったIlirl和３９年９月２９日に,初めて調

査を行なった。その時の殻長範囲は３．６２～7(５０cm、設長平均は５．２８ｃｍと口開時

の平均よりO26c7､小さい。Ｉ１子禁漁後６か月（昭和３９年１１月２日調査）では、

殻俊を範囲４５０～６６７ｃｍ、殻長平均５３９Ｃｌ､とiiiT回の調査IkIFより殻長平均は０１１ｃｍ

ｌ申びているが１２月１２日の調査では設長範囲４１３～７４６ｃｍ、設長平均５４１ｃｍ

と殻長平均はiii月と始んど変わらない。昭和４０年１月２６日の調査では殻長

－７－

Ｊ凸
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蕊
｣謙聖 範囲２３０～６７９cm、殼長平均５０７ｃｍと前月に比べて殼長平均は著しく小さくな

っていろ。昭和４０年３月２日の調査では殼長範囲３．１６～6.30cm、殼長平均

４９０cmlで殼長制|浪下~のものが２３％と多くなっているのが特徴である。

表３投石地のトコプシ殻長組成（送信所下）

－９－

￣

調査 年月日 投石後の時期 測定(固数 殻長範囲 平均値 ４５cm以下

●

3７１５．１７ ５か月 58個 ～６５ｃｍ ２７６cｍ ８７％

”
〃 ５３ 1.0～６５ 3．０４ ７８

3８２２０ １年１１５か月 ５０ ２８３ ～ロ 6L４３ ４６６ ５０

3８．１１．２ ２年８か月 １０５ ２４３ へロ 7(１４ 5．１８ １１

1２３１ ２年９５か月 1５６ ８ ～■ 7:２２ ８ １６

〃 ２８日後 ８９ ２４３
へ‐ 7:２４ ４９４ ２２

3９１２７ ２年１５か月 ４４ ２９７
～■ ７２２ 5．４７ 1６

〃 ５５日後 ６２ ２８５ ～ロ ２ ４９１ ２５

5．５ ２年５か月 ６０ ４．２８～６．９２ 5．５４ ４８

９２９ ２年９か月 １８０ ３６２ ～ 7１５０ 5．２８ ３９

１１．２ ２年１１か月 5０ ４５０ ～ ６６７ 5．３９ ０

１２１２ ２年４か月 ５４ ４１３ へ￣ 7:４６ 5．４１ 5.6

４０１．２６ ２年１か月 １３８ ２３０ 戸■‐ ６７９ ５０７ １５．９

３２ ２年３か月 １０３ ３．１６～６３０ ４９０１ ２３．４



１

図５

水
§己！

/皿

1℃）

■

Ⅳ
お
乃
叫
刀
工
ｎ
ｍ
円
旧
、
応
伍
叫

蕊

２３４５６７８９１０１１１２月

表４投石地のトコブシ殻長組成切熟測一鯏澱繩・｛｜㈱
３９
●

１２
●

１２

０
６

４
．
１
．
２

洲
・
９
．
町

羽
。
ｎ
．
２

艸
・
３
・
ワ

洲
宅
２
・
加

〔
５
．
１
Ｌ
・
ワ
』

『
く
）
ご
Ｉ
Ｌ

３８
●

１２
●

３１

３９
●

１
●

２７

ｑ
〉

［
１

つ
○
・
１
１
．
ｏ
］

洲
。
５
．
５

計

１ ２

５

１５

３２

９８１
－

２３４

３００

１９７

８２

３２

４

１
－－

１，００２

１
上
１
上
頁
』
Ｏ
』
Ｆ
Ｄ

1

１

１１

１２

１

２
４
４
６

１
３
０

ワ
］

１
人
Ｄ
Ｊ
ｎ
ＵＯ
と

ワ
Ｊ
ワ
ー
Ｒ
ｕＴ
Ｌ

１

６

１
６

Ｊ１

､。４

Jlil二ＷＷＩ

【
Ｉ
ｎ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
句
９
ワ
］
勺
上

ワ
］
勺
１

ｌ
鵠
４
４
Ｏ
〆
］
ｎ
Ｕ
Ｑ
Ｊ

Ｑ
Ｊ
Ｉ
４
、
塚
］
１
１

４
８

１
１

０
０
４
３
３

１
２
１

Ｐ
Ｄ
Ｒ
ｕ
（
ｈ
口
○
ｎ
ｏ
『
１

ワ
）
、
色
ワ
今

１
５
４
８
８

１
１
１

８
６
１
３
４

６

４
６
４
１

６

１

－１０－



2）天然礁のトコプシ殻長分布
投石地のトコプシを採取すると同時に附近の天然樵からもトコブシを採取し

て、投石地と天然との比較をしてみた｡（表５．６．図６）禁漁後※５か月

（昭和３７年５月１７曰調査）の天然樵におけるトコブシの殼長範囲は３５０～

650叩、殻長制限下※琵卜コブシは１２％を占血殻長519ｍ前後のものが多
い｡､禁漁後10.5か月（昭和３８年２月２０調査）の殼長範囲は３．５６～６L52clm…殻

長４９５cjmのものが最も多く、殻長制|混下のものは２９％を占めている。禁漁後

１年９か月（昭和３８年１１月３１曰調査）の殻長範囲は５０５～７５４ｍで殻長

（jL43ciiz前;後のものが最も多く、殻長制限下のものは０％である。□開（昭和３９

年５月５日～６日）時に水湯された。天然樵のトコブシの殼長をみると、殻長

範囲ａ７２～７３７０１，，殻長５９６m前後のものが最も多く、殻長制|浪下のものは６

％と少ない。このように、天然樵のトコブシは投石地に較べて殼長が大きいこ

とが判る。他の地域の天然礁のトコブシについて参考までにあげれば、大島北

西部に位置する泉津漁協地先のものでは（昭和３９年１１月５曰調査）殻長範

囲４２１～Z84clm殼長平均a85mzと大きく、殻長制|浪下のものは２３５％である。

岡田地先（昭和４０年３月２３日禍査）のトコブシでは測定個体数が少ない

が殼長範囲５．６５～８０４０１，，殻長平均６５７０，mと非常に大きい。

表５．天然樵トコブシ殼長組蕾成

ｒ１
Ｕ

燕禁漁後とは都の漁業調楚規則（鷲漁期間９月１日～翌年３月３１日）とは

関係なく組合で設定した禁漁をいう。実際には前年の９月１日から禁漁して

いるので禁漁(菱１５か月十６か月となる（以下禁漁後は６か月十となる）。

※※都の漁業調整規則で４５cl7z以下のトコブシは採捕を禁じ,うれている。

－１１－

Ｐ
岸

調査年月曰 調査場所
禁漁後

期間

測定

個体数
殻長 iiill 佐Ｉ

殼長

平均

４５c77z

以下

3７５１７ 送信所 「 ５か月 701画 ３．５０～６．５ｃ７７ｚ 9077Ｚ １２％

3８．２２０ 〃 １０５か月 ４０ ６～ ワ
畠ゴ ４９５ ２９

3９１．１１ 〃 1年９か月 ４４ 5０５～ ７５４ 6L４３ ０

3９５．５ '’ 2年５か月 ８４ ２～－ 7３７ 5．９６ ６

３９１Ｌ５ 泉津漁協地先 ３４ ４２１～7(８４ 5８５ ２３．５

4０，３．２３ 岡田漁協地先 １５ ５～－ ４ ６５７ ０



表６天然朧トコブシ殼長組成
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□

Ｃｉ）投石後のトコブシの靖集

投石後どのくらい経過するとトコブシの蝿集が見られるだろうか、旧投石地

（昭和３６～３７年投石）の上及び近傍に投石された,フ投石後２８日および５５ｉ

臼ｲ菱の巷についてｉＭＩｉ北に。そばｗＭ芒石穫２局,EMJ行でば表,雨が｛Ｉ１ｌｉかに附議

磯の:祷生がみられ、ｉ《iJt色を｣達してい苓)。石:ｿ）上ＩｉＷ土ク兼ガイの1蝦鰻が見られる力<，

この石を５５iliil（約５．５㎡）jli(化てかくれているトコブシを採嵯すると８９(Ｍ１偽’

られた。その)幾反綱成は２４３～7:２４肌）没長平均は４９４cl7zで、殻長制限以下の卜・

コブシは２２％であった。投石鶴５５日でば、彼77の丁鐘｢１７iは前回と大差たく附着｜

珪縦の新生がＷうれる州娑て、ｉＶｉに］とＩＴＩ|じくイiMi≦を.５５蜥巾型し６（）(l1lilのトコフソ
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二２８日後と比較して殻長範囲は308～T22c1m、殼長平均508ｍ、５５日後と比較

して、殻長ilii洲は２９７～7K22cmiz、殼長平均５４７cj7zと新しい投石地と''増同様な殻長

一組成であった。このことは１日投石地から夜間はいだしたトコブシが新しい投石地

に移動したものと思われる。同様なことが昭和３７年５月１７１ヨの調査で、投石

後５か月の石に殻長範囲１０～６．５cmz、殼長平均２７６ｍのトコブシ幼貝の靖渠が

見られた。この幼貝は前年夏季に発生した群であろう。このように新しい投石に

トコブシが移動する埋田については、如何なる理由によるものであろうか、明ら

かでないが椎定されることは、新しい棲息場所（着生面）を造成すると、分布密

度の高い場所より分布密度の低い場所へ移動、分散が行なわれる。一つは投石が

新しいのでトコブシの爾園に石の面が好都合のた坊かもしれない。また附着珪藻

を摂餌する為であろうか。

Ｄ）考察

昭和３７年、３８年の調査のトコプシの殻長組成からみて、投石後５か月の石

では殻長平均は２７６ｍで、殼長制|浪以下のものが８７％を占める。その後殻長平

均はのびて、投石後約２年たつと、殻長制限下のものは著しく減じ、漁獲対象と

なる殻長制限以上のトコブシが多くなる。その殻長範囲は２９７～Ｔ２２ｃｌｎ、設長平

均５４７０１m前後のトコブシが最も多く天然`樵の殻長分布に近くなり、その後の調査

においても殼長の組成には大きな変化は見られない。新しい投石地に発生したト

コブシの成長と旧投石地や、天然樵からの婿集等もあって約２年たつとその投石

地のトコプシの組成や分布密度は一応安定して漁場価値が生じるものと思われる。

投石地と天然樵のトコブシの殼長平均を比較してみると、天然樵のものの方が常

に大きい。

例えば送信所下の天然礁の４回にわたる採取物の殼長平均では４９５～M3cllz、

他の天然樵では殼長平均５８５～６５７０１，である。一方投石地のトコブシでは２年後

で殼長平均５．０８０１m、その後５回にわたる採取物の殼長平均では４９０～５５４０１mで、

１０１m前後の殼長差がある。

この理由の-つとしてば、投石地のトコプシの餌料となる海藻が少ないことが考

えられる（表１．Ａ.Ｂ・参照）。今一つの理由として投石地のトコブシが天然樵に

比べて棲息密度が高いことが考えられる｡例えば送信所下の投石地の4回の裳取
調査の結果トコブシの棲息量は０１１３噂／､２と高く、天然蝶では、正確な棲息量

は得ていないが潜水観察から明らかにこれ以下の棲息量であることがわかる。
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Ｅ、ロ開

今までの調査により投任T後約２年たつと漁獲対象となる殻長制限以上のトコブ

シが多くなり、殻長組成も天然の組成に類似する、また投石地のトコブンは天然

礁に比べて棲息密度が高く、成長がおもわしくたい。従って投石地を－たん□閲

して一定量を採捕した後再び口止めすれば樗息密度は減少し、天然礁なゑの成長

がみられるのではないだろうか、このような観点から１日～２日間の口開け勧告

を行ない投石後初めて昭和３９年５月５日～６曰の２日間に亘って禁漁区を開放

した。その時の水場は表７のとおりで、海士別にみると表８，９のとおりかなり

の差がある．

初日は海士１人当り水揚量は０８５～３７:７Ｋ９，平均１１２９２彫、金額にすると平
３０/〈

均3.308円となる。このように海平&総計33876Ｋｇ101.358円を水場した。２

日目では、海士１人当り１３～２４６彫、平均９４１５坪で、総計海士２３人が２１６５４

彫、６４９６２円を水場した。この外にアワビ（〆ガイ、およびヱゾアワピ）が初

日３９９彫２３，９２０円、２曰目は１０１彫６０６０円、総計２９９８０円水場された。

表７投石地の水揚高

．開１王月Ｐ

【)４

表８禁漁区海士別水揚高初曰（３９５５）
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表９禁漁区海士別水揚高２日目（３９５．６）
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F、枠取調査結果

枠取調査は、口開前ロ１回（昭和３９年１月２９調査）５５㎡と口開後３回

（昭和３９年１２月１２曰、４０年１月２６曰、３月２曰）行なっただけなので

この資料から資源量を推定することは相当な誤差が予想されるので、一応枠取調

査により採取した量だけを表１０に記載する。

表１０送信所下投石地枠取調査

今回の調査漁場面積は投石地（'１０００㎡）の約1/160～1/727アクアラングを使用

して投石地の比鮫的トコブシの密に棲息している場所を選んで石を起し、発見し

たトコブシは全部採取した。一応枠取調査の結果についてみると、口開前の昭和

３９年１月２９曰、□開後（７か月後）１２月１２曰、同じく昭和４０年１月

２６日と３月２曰にそれぞれ、第１回５５㎡、第２回２５㎡、第３回、第４回は

９㎡づつ２か所を枠取調査を行なった。これを最も広い同一面積の２５㎡に換算

すると表１０のようになる。口開け前の２５㎡当りのトコブシの採取量は５７３Ｋ，

と多いが、□開後の第１回の採取量は３．４４鴎、第２回は３０２町と３３３１Q,とロ開後

の採取量と略同じである。第３回は２９４彫と１．９７Ｋ?と前回に比して減っている。

また口開時には４，０００㎡の投石地に５３人の海士が入り５５５３町のトコブシを採

取した、これを２５㎡当りの採取量に換算すると３．４７６Ｋ，となる。ロ開後３回の

枠取調査では２５㎡当り１９７～３４４K’の採取量を示していることを考えると、

口開前の枠取調査面積が少ないのであり正確なことはいえないが、□開後もまだ

かなりの密度でトコブシが棲息していろと推定される。もちろんロ開後の調査が

約半年も経過しているので、投石地以外から蜻集や成長等で資源の回復している

ことも考えられる。また殻長組成からみると、口開により殼長制|狼以上のものが

かなり漁獲されるので、その後の殼長組成は当然殻長制限以下のものの分布ｎ名大

きくなっても良いはずである、しかしその殼長組.成はロ関前と変わらず、殼長制

－１７－

Ｓエ

調査年月曰 採取面積 採取量 採取個体 ２５㎡に換算

３９１．２９ 5.5㎡ ８Ｋ, ６２ ５３７Ｋ７

３９１２１２ ２５ ４ 1８４ 3４４

４０１２６

９

９

1．０９４

1２０

５８

８０

３０２

３３３

４０３２

９

９

1．０６

０７１

６２

４１

２９４

1９７



鰯ｗ１ｉＩ三二親菫裏rw鯨司
５あとがき

最後に送信所下投石地は昭和３４年～３７年の４か年間に廷1,477㎡２６３８万lil
をかげている。この投石地からのテングサ生産量は明らかでないが、テングサIjW

に今年の２日間の□開により、トコプシ５５５３Ｋ９１６６３２０円、アワビ５０８１０？

２９９８０円、総計６０６１町１９６３００円を水湯した。従って２日間の□開により～Ｉｉ

トコブシ、アワビで総事業費の７:４％を得たことになる。今後の問題として適正,Ｍ

漁場の管理の為、投石地の資源量、適正漁獲量、標識放流による成長と移動、；｜

発生、分布、その他の投石地や天然礁の調査を行ない比較してみるとともに事籍
をどのように償却できるが調査を進めて行く予定である。
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＜写真説明＞

写真Ａ投石地全景昭鐵和３９年１２月２６曰撮影

ヒノキバより真南を望む。左端はポウズイケ

陸上よりの投石事業

（昭和３４，３５年度）

昭和３６年２月５曰撮影

海中の凸礁と陸上とワイヤーで結び
リフトで石を落す。

写真Ｂ 写真○ 海上より運搬船を用いた

投石事業

（昭和３６，３７，３８年度）

昭和３８年３月１５日撮影

､－１９－



JＩｉ
写真Ａ～，昭和３６年８月３０曰撮影

」

写真Ｏ没入後１年９か月の投石地､)Ｍ
深５～６ｍ、右上下はハリガネ

投石後６か月の投石地
（昭和３６年３月１０曰投入）

陸上より投入したので石は２～

３層となっている。写真左上下
の黒色部分は、ハリカネ

（Almfeltiaparadoxa）の群落、

左下はペソ石（投石地の標識用）

１個がみえる。

写真Ａ

同上アップ

無節石灰藻（石の表面の円い斑）
の着生がみられる。クポガイが
点々と石の上に付いている。

同上アップ

投石は石灰藻に覆われ､■その」
にヒトウマウ、オオブサが着』
している。

写真Ｂ 写真，

－２０－
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